
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート（原案）

熱海地区

令和５年３月

福島県郡山市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 114.2ｈa

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

平成28年度～令和２年度 令和４年度事後評価実施時期

福島県 市町村名 郡山市

当初計画
から

削除した
事業

773百万

熱海地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

○（高次都市施設）熱海多目的交流施設整備事業　○（高室空間形成施設）市道１号線歩道整備事業　○（高室空間形成施設）市道熱海二丁目・一丁目線歩道整備事業　○（地域生活基盤施設）観光案内板整備事業

数　　値目標値 フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

交付期間
の変更

○中央図書館熱海分館整備事業　○熱海サッカー場管理棟耐震改修事業

新たに追加し
た事業

○（道路）市道熱海1号線車道整備事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

なし

その他の
数値指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

磐梯熱海温泉入込数

指標４

指標３

交流拠点施設利用者数 人／年

指標1

1年以内の
達成見込み

374

23,809

R2

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、交流イベント等の活動自粛が影響し指
標達成にいたらなかった。

コロナ禍の影響の継
続が見込まれる来年
以降の数値と、コロ
ナ禍の影響を考慮し
ていない目標値や過
去の実績値との比較
は、事業効果の正確
な比較とはならない
ことからフォローアッ
プは実施しない。

コロナ禍の影響の継
続が見込まれる来年
以降の数値と、コロ
ナ禍の影響を考慮し
ていない目標値や過
去の実績値との比較
は、事業効果の正確
な比較とはならない
ことからフォローアッ
プは実施しない。

×800,000

×

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、温泉地への影響が大きく、人の動きに
変化が起きており、過去との比較において
大きく数値が減少した。

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

135 H27 R2165

熱海多目的交流施設整備及び周辺歩道等
の整備等を実施し、周辺の回遊性が高っま
たことによりまちの魅力が向上され指標達
成に繋がったと考えられる。

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

駅前歩行者通行量（休日） 人／日

H27 25,000 R2

（高質空間形成施設）熱海１号線歩道整備事業を実施する上で車
道の高さ調整が必要となることから、舗装打ち替えについて追加す
る。

人／年 768,414 H27

21,503

417,087

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

目標
達成度

○

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名



 ４）定性的な効果
　　発現状況

今後の対応方針等

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による
取組

持続的なまちづくり
体制の構築

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況



様式２－２　地区の概要

単位：人／日 135 H27 165 R2 374 R3

単位：人／年 23,809 H27 25,000 R2 21,503 R3

単位：人／年 768,414 H27 800,000 R2 417,087 R3

単位： H R R

単位： H R R

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・新型コロナウイルス感染症により人の流れ、動向に大きな変化が生じている、新しい生活様式を意識した、イベントやPRの実施
・基盤となる施設等の整備は完了したことから、整備施設等の活用した事業の実施などソフト面で賑わいの持続等を図る。

まちの課題の変化

多目的交流施設により物産品等販売施設、休息施設及び地域住民の交流施設が整備され、周辺地域に賑わいが帰ってきたが、一方、新型コロナウイルス感染症により温泉地へ入込み客数が減少するなどしており、人流動向に大きく
影響を与えている。

目標値 評価値

熱海地区（福島県郡山市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

交流拠点施設利用者数

駅前歩行者通行量（休日）

磐梯熱海温泉入込数

本市発展の礎となり日本遺産に指定されている安積疏水及びその関連施設やスポーツ・コンベンション施設を最大限
に活用し、歴史とスポーツが融合した「賑わいのあるスポーツスプリングス　磐梯熱海温泉」の創出を目指す。
　１　観光客をはじめとする温泉街で行き交う人々の安全と賑わいを創出するための拠点施設整備
　２　様々な資源をネットワーク化したまち歩き空間の形成
　３　歴史や自然環境を活かした地域づくり

ＪＲ磐梯熱海駅

□関連事業：熱海地区デマンド交通実証事業

□関連事業：熱海地区イベント活動支援事業

□関連事業：観光案内システム修繕事業

■基幹事業（道路） ：市道熱海１号線整備事業
■基幹事業（高質空間形成施設）：市道熱海１号線歩道整備事業

■基幹事業（高質空間形成施設）：市道熱海二丁目一丁目線歩道整備事業

■基幹事業（高次都市施設）：熱海多目的交流施設整備事業（地域交流センター）
（観光交流センター）

□提案事業（地域創造支援事業）
：中央図書館熱海分館整備事業

国道49号

○関連事業：熱海駅前駐車場整備事業

○関連事業：フットボールセンター整備事業

□提案事業（地域創造支援事業）
：熱海サッカー場
管理棟耐震改修事業

ほっとあたみ（熱海多目的交流施設）

当該地区

■基幹事業（地域生活基盤施設）：観光案内板整備事業

：観光案内板設置個所


